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※総合市民課(分室)で発行いたします。（新規登録：250円） 

　自動交付機は、下記のいずれか
のカードに暗証番号を登録（無料）
することで利用可能となります。 
・印鑑登録証兼市民カード 
・旧大和町の印鑑登録証 
・旧六日町の印鑑登録証 

印鑑登録証兼市民カード 

旧六日町　印鑑登録証 旧大和町　印鑑登録証 

自動交付機を利用するためには、 
「印鑑登録証（兼市民カード）」が必要です。 
※総合市民課(分室)で発行いたします。（新規登録：250円） 

自動交付機による    住民票の発行手順 

自 動 交 付 機 に  
カ ー ド を 挿 入  

申請人の印鑑登録証 
を入れます 

画面を見ながら住民 
票を選択します 

登録してある暗証番 
号を入力します 

誰の住民票が必要 
なのかを選びます 

必要な証明書を選択 

暗 証 番 号 の 入 力  

該 当 者 の 選 択  

確　　　認 

料　金　投　入 印　　　刷 

発　　　行 

　 設　置　場　所 

本 庁 舎－正面玄関内 
大和庁舎－正面玄関内 

　種　　　類 

住　　民　　票 

印鑑登録証明書 

戸　籍　附　票 

戸　籍 

 

 

 

 

謄　本 

抄　本 

手数料 

 

２５０円 

 

４５０円 

　 稼　働　日 

12月31日から翌年 
１月３日を除く毎日 

　　　　　 稼　働　時　間 

平　　　 日：午前７時30分～午後８時 
土・日曜日・祝日：午前８時30分～午後５時 

かんたん操作でらくらく発行！ かんたん操作でらくらく発行！ 

タッチパネルで操作を行います。 タッチパネルで操作を行います。 

※紙幣は千円札のみ使用可能です。 
　できるだけおつりのいらないようご用意下さい。 
※紙幣は千円札のみ使用可能です。 
　できるだけおつりのいらないようご用意下さい。 

自動交付機で発行される 
証明書の種類と手数料 〔　　　　　　〕 自動交付機で発行される 
証明書の種類と手数料 〔　　　　　　〕 

※証明書の種類により、一部手順が異なります。 
　画面の指示に従って操作を行ってください。 

自
動
交
付
機
稼
働

自
動
交
付
機
稼
働
！！
 

自
動
交
付
機
稼
働
！！
 

総
合
市
民
課
℡
７
７
３
―
６
６
６
１
／
総
合
市
民
課
分
室
℡
７
７
７
―
３
１
１
１
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２
月
12
日
・
13
日
の
両
日
「
第
55
回

南
魚
沼
市
雪
ま
つ
り
」
が
、
六
日
町
小

学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
東
側
の
魚
野
川
河
川

敷
の
特
設
会
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

両
日
と
も
天
候
に
恵
ま
れ
、
２
日
間
で

延
べ
９
万
人
が
訪
れ
、
冬
の
一
大
イ
ベ

ン
ト
を
楽
し
み
ま
し
た
。 

　
今
年
の
雪
像
は
、
郷
土
が
生
ん
だ
直

江
兼
継
公
に
縁
の
あ
る
坂
戸
城
！
こ
の

ス
テ
ー
ジ
を
バ
ッ
ク
に
地
元
芸
能
や
友

好
都
市
の
皆
さ
ん
か
ら
雪
ま
つ
り
を
盛

り
上
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
今
年
も
13
日
か
ら
18
日
ま
で

同
会
場
で
「
か
ま
く
ら
ま
つ
り
」
が
行

わ
れ
、
訪
れ
た
人
を
雪
国
情
緒
あ
ふ
れ

る
暖
か
な
世
界
に
誘
い
ま
し
た
。 

▲盛り上がった雪のステージ 

雪の広場は　　　　▲ 
子どもたちに大人気 

幻想的な通路を抜けると･･･ 
夜のステージの幕があがる▼ 

▲ステージでは鎧武者も活躍！ 

勇
壮
な
御
実
城
太
鼓
が 

心
を
揺
さ
ぶ
る 

▲
か
ま
く
ら
の
中
で
は
お
餅
や 

　
甘
酒
の
サ
ー
ビ
ス
も 

▲まつりは盛大な花火で幕を閉じる 

ハイライト ハイライト 
プラス 



4

第16回 

白銀の雪  光る笑顔 白銀の雪  光る笑顔 白銀の雪  光る笑顔 

　
２
月
11
日
に
、
五
日
町
ク
ロ
ス
カ
ン
ト

リ
ー
コ
ー
ス
に
お
い
て
、
南
魚
沼
市
誕
生

記
念
の
、
そ
し
て
第
16
回
目
と
な
る
歩
く

ス
キ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。 

　
大
会
当
日
は
、
あ
い
に
く
雪
が
降
る
中

で
の
大
会
と
な
り
ま
し
た
が
、
北
は
秋
田

か
ら
南
は
福
岡
ま
で
、
１
、
５
０
０
人
を

超
え
る
参
加
選
手
が
、
ス
タ
ー
ト
の
合
図

で
一
斉
に
雪
原
に
飛
び
出
し
ま
し
た
。 

　
記
録
に
挑
戦
す
る
人
、
家
族
・
友
人
と

楽
し
み
な
が
ら
滑
る
人
、
そ
れ
ぞ
れ
に
さ

わ
や
か
な
汗
を
流
し
な
が
ら
楽
し
い
ひ
と

時
を
過
ご
し
ま
し
た
。
ゴ
ー
ル
付
近
で
は
、

満
足
感
に
あ
ふ
れ
る
笑
顔
や
、
お
互
い
の

健
闘
を
た
た
え
あ
う
姿
が
、
あ
ち
ら
こ
ち

ら
で
見
ら
れ
ま
し
た
。 

プラス 
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大会結果 大会結果 

第16回 

            

30
㎞
　
高
校
生
男
子 

１
位
　
鈴
木
貴
浩
　
八
海
高
校 

２
位
　
若
井
裕
作
　
八
海
高
校 

３
位
　
高
村
幸
一
　
八
海
高
校 

30
㎞
　
一
般
男
子 

１
位
　
嶋
田
陽
介
　
仙
台
大
学 

２
位
　
印
田
　
誠
　
東
京
都
ス
キ
ー
連
盟 

３
位
　
土
村
雅
彦
　
静
岡
大
学 

30
㎞
　
30
歳
以
上
男
子 

１
位
　
南
雲
邦
夫
　
湯
沢
中
学
校 

２
位
　
渋
谷
　
悟
　
東
芝
ス
キ
ー 

３
位
　
細
谷
岳
男
　
千
葉
県
千
葉
市 

30
㎞
　
高
校
生
以
上
女
子 

１
位
　
丸
山
菜
々
子
　
津
南
高
校 

２
位
　
志
賀
理
恵
子
　
津
南
高
校 

３
位
　
春
日
萌
子
　
十
日
町
高
校 

15
㎞
　
中
学
生
男
子 

１
位
　
金
澤
郁
馬
　
長
岡
ク
ロ
カ
ン 

２
位
　
関
　
翔
弥
　
大
和
中
学
校 

３
位
　
小
黒
祐
介
　
牧
Ｘ
Ｃ
ク
ラ
ブ 

15
㎞
　
高
校
生
男
子 

１
位
　
目
黒
淳
哉
　
塩
沢
商
工
高
校 

15
㎞
　
29
歳
以
下
男
子 

１
位
　
高
橋
哲
也
　
津
南
高
校 

２
位
　
澤
野
秀
幸
　
早
稲
田
大
学 

３
位
　
古
田
島
伸
浩
　
千
葉
県
習
志
野
市 

15
㎞
　
30
歳
以
上
男
子 

１
位
　
佐
藤
敏
彦
　
魚
沼
市 

２
位
　
藤
田
修
士
　
少
年
工
科
学
校 

３
位
　
藤
井
政
美
　
栃
木
県
今
市
市 

15
㎞
　
中
学
生
女
子 

１
位
　
若
井
彩
花
　
六
日
町
中
学
校 

２
位
　
佐
藤
真
奈
美
　
牧
Ｘ
Ｃ
ク
ラ
ブ 

３
位
　
藤
ノ
木
美
代
子
　
津
南
中
学
校 

15
㎞
　
高
校
生
女
子 

１
位
　
高
橋
和
希
　
小
千
谷
西
高
等
学
校 

２
位
　
大
野
千
穂
　
小
千
谷
西
高
等
学
校 

３
位
　
阿
部
真
衣
　
小
千
谷
西
高
等
学
校 

15
㎞
　
29
歳
以
下
女
子 

１
位
　
若
井
愛
恵
　
早
稲
田
大
学 

２
位
　
高
橋
朝
美
　
十
日
町
市 

３
位
　
水
落
麻
美
　
十
日
町
総
合
高
校 

15
㎞
　
30
歳
以
上
女
子 

１
位
　
山
内
京
子
　
十
日
町
ス
キ
ー
協
会 

10
㎞
　
小
学
生
男
子 

１
位
　
渡
辺
俊
樹
　
お
ぢ
や
フ
ァ
イ
ト
Ｃ 

２
位
　
羽
深
広
夢
　
牧
Ｘ
Ｃ
ク
ラ
ブ 

３
位
　
南
雲
寛
樹
　
水
上
Ｊ
Ｃ
Ｃ 

10
㎞
　
中
学
生
男
子 

１
位
　
桜
井
　
毅
　
広
神
ジ
ュ
ニ
ア 

２
位
　
本
田
崇
継
　
大
巻
中
学
校 

３
位
　
佐
藤
　
優
　
東
小
千
谷
中
学
校 

10
㎞
　
小
学
生
女
子 

１
位
　
村
田
愛
美
　
小
千
谷
小
学
校 

２
位
　
中
嶋
紋
菜
　
Ｍ
Ｊ
Ｘ
Ｃ 

３
位
　
真
庭
菜
央
　
水
上
Ｊ
Ｃ
Ｃ 

10
㎞
　
中
学
生
女
子 

１
位
　
佐
藤
彩
香
　
守
門
中
学
校 

２
位
　
小
池
翔
子
　
東
小
千
谷
中
学
校 

３
位
　
小
林
磨
実
　
小
千
谷
中
Ｘ
Ｃ 

10
㎞
　
29
歳
以
下
男
子 

１
位
　
山
田
進
一
　
十
日
町
地
域
消
防
署 

２
位
　
笠
原
大
地
　
小
出
高
校 

３
位
　
中
澤
佑
吏
　
八
海
高
校 

10
㎞
　
30
歳
〜
39
歳
男
子 

１
位
　
宮
澤
　
修
　
桑
原
車
輌 

２
位
　
伊
藤
雅
史
　
ス
ノ
ー
ウ
ェ
ー
ブ 

３
位
　
細
貝
英
雄
　
和
泉
Ｓ
Ｃ 

10
㎞
　
40
歳
〜
49
歳
男
子 

１
位
　
村
田
洋
一
　
小
千
谷
中
学
校 

２
位
　
小
林
正
昭
　
小
千
谷
中
Ｘ
Ｃ 

３
位
　
西
野
直
哉
　
小
松
市
ス
キ
ー
協
会 

10
㎞
　
50
歳
〜
59
歳
男
子 

１
位
　
大
根
田
光
彦
　
ハ
ガ
レ
ー
シ
ン
グ 

２
位
　
加
藤
　
豊
　
白
峰
村
ス
キ
ー
協
会 

３
位
　
瀬
木
紀
彦
　
飛
騨
山
岳
会 

10
㎞
　
60
歳
〜
69
歳
男
子 

１
位
　
北
川
松
男
　
雪
蛍 

２
位
　
町
田
紀
夫
　
六
日
町
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ 

３
位
　
岩
野
孝
司
　
新
発
田
ク
ラ
ブ 

10
㎞
　
70
歳
以
上
男
子 

１
位
　
近
藤
康
信
　
鯖
石
走
ろ
う
会 

２
位
　
池
端
　
昭
　
金
沢
ス
ノ
ー
フ
レ
ン
ズ 

３
位
　
伊
知
地
信
人
　
長
岡
銀
嶺
ス
キ
ー
ク 

10
㎞
　
29
歳
以
下
女
子 

１
位
　
阿
部
冴
子
　
湯
沢
中
学
校 

２
位
　
宮
下
真
由
美
　
四
郎
丸
Ｓ
Ｃ 

３
位
　
秋
山
紗
衣
子
　
セ
イ
ダ
イ
Ｏ
Ｇ 

10
㎞
　
30
歳
〜
39
歳
女
子 

１
位
　
村
田
敏
恵
　
小
千
谷
小
学
校 

２
位
　
佐
藤
静
子
　
長
岡
市 

３
位
　
阿
部
久
美
子
　
土
樽
小
学
校 

10
㎞
　
40
歳
〜
49
歳
女
子 

１
位
　
佐
藤
正
子
　
魚
沼
市 

２
位
　
山
田
ひ
ろ
み
　
南
魚
沼
市 

３
位
　
伊
藤
純
江
　
世
田
谷
区
ス
キ
ー
協 

10
㎞
　
50
歳
〜
59
歳
女
子 

１
位
　
久
保
田
初
枝
　
歩
く
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ 

２
位
　
関
　
雅
江
　
第
一
上
田
小
学
校 

３
位
　
市
川
文
子
　
大
崎
雪
ん
子 

10
㎞
　
60
歳
〜
69
歳
女
子 

１
位
　
佐
藤
日
出
子
　
山
ノ
会
若
ぶ
な 

２
位
　
鈴
木
育
子
　
Ｈ
ｅ
ａ
ｒ
ｔ
ｂ
ｅ
ａ
ｔ 

３
位
　
上
石
喜
代
子
　
上
越
市 

10
㎞
　
70
歳
以
上
女
子
（
出
場
者
な
し
） 

 

ご
協
力
あ
り
が
と
う 

　
　
　
　
　
ご
ざ
い
ま
し
た 

　
南
魚
沼
市
誕
生
記
念
と
し
て
、
第
16
回
に
い 

が
た
南
魚
沼
市
歩
く
ス
キ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

に
、
県
内
外
か
ら
約
１
、
５
０
０
人
も
の
方
か

ら
ご
参
加
を
い
た
だ
き
無
事
大
会
を
成
功
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

　
開
催
に
あ
た
り
、
多
く
の
法
人
・
団
体
の
皆

さ
ま
か
ら
ご
協
賛
を
い
た
だ
き
大
変
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

　
ま
た
、大
会
運
営
に
ご
支
援
、ご
協
力
い
た
だ

い
た
役
員
の
皆
さ
ん
お
よ
び
地
元
関
係
者
の
皆

さ
ま
に
は
、
心
か
ら
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

に
い
が
た
南
魚
沼
市 

　
歩
く
ス
キ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会 

プラス 
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国・県等からの 
　　　　　お知らせ 

    

　
昨
年
の
中
越
大
震
災
等
で
住
宅･

家
財
に
被
害
が
あ
り
、
確
定
申
告

に
よ
る
雑
損
控
除
を
受
け
よ
う
と

す
る
方
で
、
損
失
額
が
大
き
く
て
、

そ
の
年
の
所
得
金
額
か
ら
控
除
し

き
れ
な
い
場
合
は
、
翌
年
以
降
３

年
間
に
繰
り
越
し
て
各
年
の
所
得

金
額
か
ら
控
除
で
き
ま
す
。 

　
こ
の
場
合
、
損
失
の
生
じ
た
年

に
損
失
の
金
額
を
記
載
し
た
確
定

申
告
書
を
期
限
内
に
提
出
し
、
そ

の
後
の
年
に
引
き
続
い
て
確
定
申

告
を
提
出
し
て
い
る
こ
と
が
必
要

で
す
。
雑
損
控
除
の
必
要
書
類
は

２
月
15
日
号
の
市
報
み
な
み
魚
沼

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

問
　
税
務
課
　
市
民
税
係 

    

み
ん
な
お
い
で
よ 

楽
し
い
こ
と
盛
り
だ
く
さ
ん
！ 

心
豊
か
な
子
育
て
教
室 

「
閉
講
式
」 

期
　
３
月
12
日（
土
） 

時
　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分 

　
　
（
９
時
40
分
受
付
開
始
） 

場
　
南
魚
沼
市
民
会
館 

　
　
　
　
　
多
目
的
ホ
ー
ル 

内
　「
よ
さ
こ
い
」で
春
よ
こ
い
！ 

　
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
　
ほ
か 

対
　
０
歳
児
か
ら
入
園
前
の
幼
児

　
と
そ
の
親
・
マ
タ
ニ
テ
ィ
ー
の

　
パ
パ
や
マ
マ
な
ど
。 

◆
動
き
や
す
い
服
装
で
お
こ
し
く 

　
だ
さ
い
。 

◆
お
じ
い
ち
ゃ
ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ 

　
ん
も
大
歓
迎
で
す
。 

◆
保
険
料
と
し
て
１
人
に
つ
き
10 

　
円
の
ご
負
担
を
お
願
い
し
ま
す
。 

問
　
青
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー 

　
　ikusei@

ap.w
akw
ak.com

 

     

　
う
お
ぬ
ま
国
際
交
流
協
会
（
夢

っ
く
す
）を
母
体
に
発
足
し
た「
つ

な
ぐ
会
」
で
は
、
ス
マ
ト
ラ
沖
津

波
被
災
者
の
た
め
の
募
金
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
活
動
の
一

環
と
し
て
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
・
コ

ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。
募
金

は
国
際
大
学
留
学
生
が
春
休
み
に

被
災
地
へ
持
参
し
、
現
地
で
子
ど

も
た
ち
の
就
学
に
必
要
な
物
資
を

購
入
し
届
け
ま
す
。「
つ
な
ぐ
会
」

の
活
動
は
、
夢
っ
く
す
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
報
告
し
ま
す
。 

（http://w
w
w
.um
ex.ne.jp/

） 

日
　
３
月
６
日（
日
） 

　
　
　
午
後
２
時
〜
４
時 

場
　
さ
わ
ら
び
ホ
ー
ル﹇
浦
佐
﹈ 

内 ①
留
学
生
に
よ
る
津
波
被
災
地
の

　
現
状
報
告 

②
イ
ン
ド
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、 

　
ベ
ト
ナ
ム
等
の
伝
統
舞
踊 

③
Ｉ
Ｕ
Ｊ
バ
ン
ド
演
奏 

￥
　
無
料 

問
　
夢
っ
く
す
事
務
局 

　
　
　
　
℡
７
７
９
―
１
４
３
９ 

心
豊
か
な
子
育
て
教
室 

「
ス
マ
ト
ラ
沖
津
波
被
災
地
と 

　
　
　
　
　
魚
沼
を
つ
な
ぐ
会
」 

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
・ 

　
　
　
コ
ン
サ
ー
ト 

確
定
申
告
の 

雑
損
控
除 

問 期 時 

場 内 問 

問 

対 

日 場 ￥ 内 

重要!

問：問い合わせ　申：申し込み　日：日時　場：会場  
期：期間　時：時間　対：対象　資：資格　定：定員  
￥：費用　〆：締め切り　内：内容　講：講師  

掲示板  掲示板  掲示板 
市からの  
　　お知らせ  
市からの 
　　お知らせ 

問 ：問い合わせ　 申 ：申し込み　 日 ：日時　 場 ：会場 
期 ：期間　 時 ：時間　 対 ：対象　 資 ：資格　 定 ：定員 
￥ ：費用　 〆 ：締め切り　 内 ：内容　 講 ：講師 
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ハ
イ
、
県
く
ら
し
の 

ダ
イ
ヤ
ル
で
す 

く
ら
し
に
役
立
つ
ダ
イ
ヤ
ル
は 

０
２
５
―
２
８
５
―
７
０
０
０ 

 

《
お
聞
き
に
な
り
た
い 

　
テ
ー
マ
を
選
ん
で
く
だ
さ
い
》 

期
　
３
月
７
日
〜
４
月
４
日 

              

＊
今
回
は
、
最
近
相
談
が
増
え

　
て
い
る
「
ふ
と
ん
の
リ
フ
ォ

　
ー
ム
」
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

　
し
ま
す
。 

 

〈
事
例
〉 

①
「
10
年
前
に
買
っ
て
も
ら
っ
た

ふ
と
ん
の
点
検
に
き
た
」
と
業
者

が
家
に
来
た
。
ふ
と
ん
の
打
ち
直

し
の
契
約
を
し
た
が
、
自
分
が
購

入
し
た
業
者
で
は
な
か
っ
た
。 

②
「
ふ
と
ん
を
買
わ
れ
た
会
社
か

ら
紹
介
さ
れ
て
き
た
」
と
い
う
業

者
が
家
に
来
た
。
ふ
と
ん
の
リ
フ

ォ
ー
ム
を
勧
め
ら
れ
て
契
約
し
た

が
、
嘘
だ
っ
た
。 

③
訪
問
し
て
き
た
業
者
に
「
不
要

な
ふ
と
ん
は
な
い
か
」
と
い
わ
れ

た
の
で
見
せ
た
ら
、
「
い
い
綿
だ

か
ら
打
ち
直
し
た
方
が
い
い
」
と

し
つ
こ
く
勧
め
ら
れ
、
帰
っ
て
ほ

し
く
て
契
約
し
た
。 

〈
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
か
ら
〉 

　
ふ
と
ん
の
「
点
検
」
や
「
ク
リ

ー
ニ
ン
グ
」
と
称
し
て
家
を
訪
問

し
、
高
額
な
打
ち
直
し
や
リ
フ
ォ

ー
ム
を
勧
め
る
手
口
で
す
。
有
名

メ
ー
カ
ー
の
名
前
を
出
し
た
り
、

健
康
上
の
不
安
を
あ
お
っ
た
り
し

て
契
約
を
迫
り
ま
す
。
契
約
の
際

に
業
者
が
ふ
と
ん
を
持
っ
て
帰
る

ケ
ー
ス
が
多
い
よ
う
で
す
。 

〔
被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
に
〕 

・
契
約
す
る
前
に
、
ふ
と
ん
の
メ

ー
カ
ー
や
買
っ
た
会
社
、
信
頼
で

き
る
店
な
ど
に
リ
フ
ォ
ー
ム
の
必

要
性
、
金
額
な
ど
を
確
認
し
ま
し

ょ
う
。 

・
そ
の
場
で
契
約
を
迫
る
業
者
に

は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。 

〔
契
約
し
て
し
ま
っ
て
も
〕 

　
事
例
の
場
合
、
契
約
し
た
日
を

１
日
目
と
し
て
８
日
以
内
で
あ
れ

ば
、
無
条
件
で
解
約
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
早
め
に
身
近
な
人
や

相
談
窓
口
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。 

問 ・
新
潟
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー 

　
℡
０
２
５
―

２
８
５
―

４
１
９
６ 

・
商
工
観
光
課
　
商
工
振
興
係 

 

第10

回 

し
み
渡
り
雪
上
山
歩 

参
加
者
募
集 

 

　
早
朝
の
凍
み
た
雪
原
の
上
を
そ

の
ま
ま
歩
け
る
„
し
み
渡
り
“
雪

国
の
春
だ
け
の
不
思
議
体
験
に
参

加
し
ま
せ
ん
か
。
妻
有
の
郷
と
の

郡
境
稜
線
を
歩
き
、
カ
モ
シ
カ
等

の
歩
く
同
じ
道
を
た
ど
り
、
雪
国

南
魚
沼
地
域
を
眼
下
に
望
み
な
が

ら
の
自
然
観
察
と
ふ
れ
あ
い
体
験

で
す
。
最
後
は
ス
キ
ー
場
の
ゲ
レ

ン
デ
を
マ
ッ
ト
で
思
い
っ
き
り
尻

滑
り
し
て
の
ゴ
ー
ル
で
す
。 

標
高
差
４
１
５
ｍ
　
距
離
７
km
　 

歩
程
４
時
間
　
行
程
５
時
間
30
分 

日
　
３
月
20
日（
日
）午
前
６
時 

　
　
五
日
町
雪
国
ス
ポ
ー
ツ
館
出
発 

￥
　
大
　
　
人
　
２
、
０
０
０
円 

　
　
小
中
高
生
　
１
、
０
０
０
円 

（
昼
食
会
、
尻
滑
マ
ッ
ト
、
お
土

　
産
雪
割
草
、
保
険
料
　
な
ど
） 

定
　
先
着
１
０
０
人 

〆
　
３
月
13
日（
日
）ま
で
、 

　
ま
た
は
定
員
に
な
り
し
だ
い 

〈
初
心
者
講
習
説
明
会
〉 

　
希
望
者
の
み
。
参
加
無
料
。 

日
　
３
月
19
日（
土
） 

　
　
　
午
前
11
時
〜
正
午 

場
　
五
日
町
ス
キ
ー
場 

　
　
　
第
１
ハ
ウ
ス
２
Ｆ 

申 

問 

〒
９
４
９
―
７
１
０
４ 

　
南
魚
沼
市
寺
尾
２
３
８ 

　
　
大
巻
地
域
開
発
セ
ン
タ
ー 

し
み
渡
り
雪
上
山
歩
実
行
委
員
会 

　
　
　
　
℡
７
７
６
―
２
０
３
２ 

 

国
際
大
学
オ
ー
プ
ン
セ
ミ
ナ
ー 

『21

世
紀
の 

安
全
保
障
環
境
』 

 

　
米
国
で
は
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
が

再
選
さ
れ
、
す
ぐ
に
中
東
和
平
に

積
極
的
な
姿
勢
を
見
せ
る
一
方
で
、

全
世
界
規
模
に
お
け
る
米
軍
の
再

編
を
進
め
る
形
で
、
新
し
い
安
全

保
障
環
境
と
世
界
秩
序
を
構
築
し

よ
う
と
い
ま
す
。 

　
今
回
は
、
安
全
保
障
問
題
を
実

際
に
現
場
で
扱
っ
て
こ
ら
れ
た
太

田
文
雄
海
将
よ
り
、
21
世
紀
の
安

全
保
障
環
境
に
つ
い
て
講
演
い
た

だ
き
ま
す
。
新
世
紀
に
入
っ
て
世

界
の
安
全
保
障
環
境
は
ど
う
変
わ

る
か
、
日
本
は
ど
の
よ
う
な
対
応

を
す
べ
き
な
の
か
を
講
演
を
と
お

し
、
皆
さ
ん
と
考
え
ま
す
。 

日
　
３
月
10
日（
木
） 

　
　
　
午
後
６
時
30
分
〜
８
時 

場
　 

国
際
大
学 

　
　
　
Ｍ
Ｌ
Ｉ
Ｃ
　
３
階
ホ
ー
ル 

￥
　
無
料 

講
　
太
田
文
雄 

氏 

（
海
将
、前
防
衛
庁
情
報
本
部
長
） 

〆
　
３
月
７
日（
月
） 

申 

問 

　
国
際
大
学
研
究
所 

　
　
　
　
℡
７
７
９
―
１
１
１
２ 

　
　
　
　
FAX
７
７
９
―
４
４
４
２ 

　 

Ｅ
メ
ー
ル
　ori@

iuj.ac.jp 

  

国
土
地
理
院
か
ら
の 

お
願
い 

 

　
各
種
測
量
の
基
準
と
な
る
三
角

点
が
新
潟
県
中
越
地
震
に
よ
り
変

動
し
た
こ
と
か
ら
、
三
角
点
を
再

測
量
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

　
こ
の
測
量
作
業
に
あ
た
り
、
三

角
点
お
よ
び
周
辺
土
地
へ
の
立
ち

入
り
、
観
測
作
業
に
支
障
と
な
る

樹
木
の
伐
除
等
を
行
う
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
ご
理
解
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

■
作
業
名
　
新
潟
県
中
越
地
震
に

　
伴
う
三
角
点
改
測
作
業 

期
　
３
月
30
日
ま
で 

　（
延
長
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
） 

問
　
建
設
課
　
国
土
調
査
係 

期 
①くらしの情報（毎月第１月曜日正午更新） 
・自動車の契約 
・商品の欠陥と製造物責任法　 
②消費生活相談事例（毎月第１月曜日正午更新） 
・「学習教材」 
③クーリング・オフの方法 
④相談が多い事例のアドバイス 
・携帯電話のサイト料金請求トラブル 
・ハガキ等による覚えのない請求の対処法 
＊緊急な消費生活情報があるときは予定を変更します。 

第
10
回 

し
み
渡
り
雪
上
山
歩 

参
加
者
募
集 

国
土
地
理
院
か
ら
の 

お
願
い 

国
際
大
学
オ
ー
プ
ン
セ
ミ
ナ
ー 

『
21
世
紀
の 

　
安
全
保
障
環
境
』 

ハ
イ
、県
く
ら
し
の 

ダ
イ
ヤ
ル
で
す 

く
ら
し
に
役
立
つ
ダ
イ
ヤ
ル
は 

０
２
５
―
２
８
５
―
７
０
０
０ 

日 

日 

日 

問 

問 

問 

申 

問 
申 場 

場 

定 

￥ 

￥ 

〆 

〆 

講 期 

テ ー マ  



都市計画課からのお知らせ 都市計画課からのお知らせ TEL.773－6675

環境課からのお知らせ 環境課からのお知らせ TEL.773－6666

8

六日町駅 

工事区間 

17

余川踏切 

NTT

八幡保育園 

ショッピングセンター 
「ラ・ラ」 

県道六日町十日町線（街路） 
工事による片側交互通行 

県道六日町十日町線（街路） 
工事による片側交互通行 

3月上旬～ 
7月下旬 

      

　
新
潟
県
交
通
災
害
共
済
は
、
交
通
事
故
被
災
者
の
た
め
県
下
全
市

町
村
が
共
同
で
始
め
た
県
民
相
互
救
済
制
度
で
す
。 

　
年
間
１
人
５
０
０
円
の
会
費
で
、
重
度
後
遺
障
害
お
よ
び
死
亡
被

災
し
た
際
に
、
最
高
１
２
０
万
円
の
見
舞
金
が
支
払
わ
れ
ま
す
。 

     

①
各
地
区
の
区
長
さ
ん
等
か
ら
平
成
17
年
度
の
加
入
者
募
集
パ
ン

　
フ
レ
ッ
ト
と
、
加
入
申
込
書
兼
会
員
証
の
用
紙
が
配
布
さ
れ
ま

　
す
。（
す
で
に
お
手
元
に
届
い
て
い
る
地
区
も
あ
り
ま
す
） 

②
用
紙
に
は
、
加
入
申
込
書
と
会
員
証
の
氏
名
欄
に
、
１
月
31
日

　
現
在
の
居
住
者
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。 

・
世
帯
員
欄
の
全
員
が
加
入
さ
れ
る
場
合
は
、
そ
の
ま
ま
合
計
金

　
額
を
記
入
し
て
申
し
込
み
と
な
り
ま
す
。 

・
加
入
さ
れ
な
い
方
は
、
線
を
書
き
入
れ
て
抹
消
し
て
く
だ
さ
い
。 

・
新
た
に
加
入
さ
れ
る
方
は
、
名
前
を
書
き
加
え
て
く
だ
さ
い
。 

　
※
会
費
の
合
計
金
額
は
、
必
ず
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。 

③
申
込
書
は
切
り
離
さ
ず
に
、
会
費
を
添
え
て
取
り
ま
と
め
の
区

　
長
さ
ん
等
に
お
渡
し
く
だ
さ
い
。 

　
　
ま
た
、
市
内
の
金
融
機
関
窓
口
（
郵
便
局
以
外
）
で
も
直
接

　
受
け
付
け
ま
す
。 

  
■
お
問
合
せ
　
環
境
課
　
生
活
交
通
係 

　街路改良工事の着手に伴い、片側交互通行となります。渋滞が予想されますので、 

迂回が可能な車両は、別ルートをご利用くださいますようお願いします。 

　■施工地　南魚沼市六日町[田中町]地内（地図参照）　■交通規制　片側交互通行（午前８時～午後５時） 

お問い合わせ 
・都市計画課 都市計画係 
・六日町地域振興局 
　地域整備部 道路課 
　TEL.772－7958

加
入
手
続
き 



訪問看護ステーションからのお知らせ 訪問看護ステーションからのお知らせ TEL.777－5445

企業課分室／企業課からのお知らせ 企業課分室／企業課からのお知らせ TEL.773－6667／TEL.777－3115
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南
魚
沼
市
で
は
、
六
日
町
地
域
の
公
共
下

水
道
事
業
第
６
期
地
区
を
対
象
に
、
浄
化
槽

を
設
置
す
る
方
に
対
し
補
助
を
行
う
、
浄
化

槽
設
置
整
備
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

　
平
成
17
年
度
は
25
基
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

希
望
さ
れ
る
方
は
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

☆
補
助
額 

　
５
　
人
　
槽
　
３
７
５
、
０
０
０
円
以
内 

　
６
〜
７
人
槽
　
４
３
８
、
０
０
０
円
以
内 

　
８
〜
10
人
槽
　
５
５
５
、
０
０
０
円
以
内 

☆
対
象
地
区 

　
　
余
川
の
一
部
、
君
帰
、
欠
之
上
、 

　
　
川
窪
の
一
部
、
四
十
日
の
一
部
、 

　
　
宇
津
野
、
青
木
、
大
杉
の
一
部
、 

　
　
寺
尾
の
一
部
、
奥
の
一
部
、 

　
　
五
日
町
の
一
部 

 

　
◆
対
象
地
区
の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、 

　
　
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

☆
対
象
者 

　
平
成
17
年
度
に
確
実
に
施
工
さ
れ
る
方 

☆
受
付
開
始
　
３
月
７
日（
月
）か
ら 

　
※
予
定
基
数
に
な
り
し
だ
い
締
め
切
り 

■
問
合
せ
　
企
業
課
分
室
、
企
業
課 

平
成
平
成
17
年
度
年
度 

浄
化
槽
設
置
整
備
事
業

浄
化
槽
設
置
整
備
事
業 

希
望
者
調
査
に
つ
い
て

希
望
者
調
査
に
つ
い
て 

平
成
17
年
度 

浄
化
槽
設
置
整
備
事
業 

希
望
者
調
査
に
つ
い
て 

　南魚沼市訪問看護ステーションは、市営の訪問看護事

業所です。自宅で療養されている方へ、保健師・看護師

・理学療法士・作業療法士が訪問し、安全で安定した療

養生活が送れるようにお手伝いをいたします。このサー

ビスの名称を「訪問看護」と言います。 

　かかりつけの医師がどこの医師であってもご心配はい

りません。主治医と連絡をとり、指示をいただいて訪問

看護を行います。かかりつけの医師が特にいない、訪問

　　　　　　　　看護を利用できるかどうかわからない

　　　　　　　　　　　という方でもご相談ください。

　　　　　　　　　　　　　　個別相談の結果により、

　　　　　　　　　　　　　　　　適当な医療機関や他

　　　　　　　　　　　　　　　　　　のサービスなど

　　　　　　　　　　　　　　　　　　も紹介し、仲介

　　　　　　　　　　　　　　　　　　を行います。 

　サービス内容は 
訪問看護師などが、
ご本人やご家族と 
話し合いながらす 
すめていきます。 　　　　　　　適応する保険により料金が異なりますが、

　　　　　　ここでは一般的な例を紹介します。 
【介護保険適応の場合】 
30分未満：１回４２５円 
30分から１時間未満：１回８３０円 
24時間連絡体制加算：１カ月につき５４０円　などです。 
ほかにも、さまざまなオプションサービスがあります。 

　かかりつけの医師、介護支援専門員、在

宅介護支援センター、または南魚沼市訪問

看護ステーションに直接ご相談ください。 

利用料 
は？ 

申し込み方法・お問い合わせ 

食事・排泄の援助 

リハビリテーション 住宅改修の相談 

床ずれの予防や手当 

身体の清潔の 
援助 

症状の観察 

家族等への介護相談 

カテーテル 
等の管理 
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本
人
の
所
得
が
少
な
く
て
も
世

帯
主
の
所
得
が
多
い
と
保
険
料
免

除
に
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

　
今
回
の
改
正
に
よ
り
、
20
歳
代

の
若
者
に
つ
い
て
は
、
本
人
と
配

偶
者
の
所
得
で
判
断
す
る
仕
組
み

が
で
き
ま
し
た
。 

    

　
国
民
年
金
保
険
料
を
平
成
17
年

度
か
ら
毎
年
度
２
８
０
円
ず
つ
引

き
上
げ
、
平
成
29
年
度
以
降
は
、

１
６
、
９
０
０
円
（
平
成
16
年
度

価
格
）
で
固
定
さ
れ
ま
す
。 

●
現
行
保
険
料
（
平
成
16
年
度
） 

　
　
　
１
３
、
３
０
０
円
が 

●
平
成
17
年
度
は 

　
　
　
１
３
、
５
８
０
円 

　
　
　
　
　
　
　
に
な
り
ま
す
。 

対
象
は
… 

　
20
歳
か
ら
29
歳
の
国
民
年
金
第 

一
号
被
保
険
者
期
間
（
全
額
免
除
、

半
額
免
除
、学
生
の
期
間
を
除
く
） 

猶
予
を
受
け
た 

　
　
期
間
の
扱
い
は
… 

・
老
齢
基
礎
年
金
の
需
給
資
格
期 

　
間
に
算
入
さ
れ
る
が
、
年
金
額

　
に
は
反
映
さ
れ
な
い
。 

・
未
納
期
間
と
は
違
い
、
障
害
基

　
礎
年
金
、
遺
族
基
礎
年
金
の
受

　
給
資
格
期
間
に
算
入
さ
れ
る
。 

・
10
年
以
内
に
追
納
す
れ
ば
、
老 

　
齢
基
礎
年
金
額
に
反
映
さ
れ
る
。 

新潟県国民年金マスコット 

「ゆめありくん」 

お問い合わせ 

・南魚沼市役所　総合市民課　国保年金係 
　　　　　　　　　　　℡７７３―６６６１ 
・六日町社会保険事務所 
　　　　　　　　　　　℡７７０―２２１１ 

　　将来にわたって「持続可能」で 

　「安心」なものとするために、年 

　金制度が見直しされました。 

　年金を支える力と給付のバランスを

とりながら、老後の生活の基本的な部

分を支えることができる給付水準を確

保し、多様化する現代社会に対応して

いく仕組みになります。 

平
成
17
年
４
月
か
ら 

国
民
年
金
保
険
料
の 

引
き
上
げ 

若
者
の
保
険
料
納
付 

猶
予
制
度 

平
成
17
年
４
月
か
ら 

　
　
平
成
27
年
６
月
ま
で 

国民年金保険料月額（平成16年度価格） 

＊「平成16年度価格」とは、平成16年度時点の賃金水準を基準として価格表示した 
　ものです。よって実際の保険料月額は、平成16年度以降の賃金の変動に応じて改 
　定した額になります。 

年 　度　 
現 　　　行 
平成17年度 
18年度 
19年度 
20年度 
21年度 
22年度 

保険料月額 
15,260円 
15,540円 
15,820円 
16,100円 
16,380円 
16,660円 
16,900円 

年 　度　 
平成23年度 
24年度 
25年度 
26年度 
27年度 
28年度 

29年度以降 

保険料月額 
13,300円 
13,580円 
13,860円 
14,140円 
14,420円 
14,700円 
14,980円 

改正 改正 
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①
保
険
料
の
前
納
を 

　
口
座
振
替
に
す
る
と 

　
　
割
引
額
が
増
え
ま
す 

 

　
平
成
17
年
分
の
保
険
料
を
一
括

し
て
前
納
す
る
と
、 

・
現
金
払
い
で
は 

　
　
２
、
８
９
０
円
の
割
引 

・
口
座
振
替
で
は 

　
　
３
、
４
２
０
円
の
割
引 

　
　
（
５
３
０
円
割
引
増
） 

…
と
な
り
ま
す
。
（
６
カ
月
前
納

も
口
座
振
替
が
有
利
で
す
） 

　
現
金
払
い
で
の
前
納
は
、
４
月

に
郵
送
さ
れ
て
く
る
納
付
書
で
５

月
２
日
ま
で
に
金
融
機
関
等
の
窓

口
で
の
支
払
い
が
可
能
で
す
。 

　
口
座
振
替
で
の
前
納
は
、
３
月

31
日
ま
で
に
社
会
保
険
事
務
所
で

の
登
録
が
完
了
し
て
い
る
必
要
が

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
方
は
、

お
早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（
３
月
末
日
近
く
の
お
申
し
込
み

は
登
録
が
間
に
合
わ
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。
特
に
、
金
融
機
関
を

経
由
し
て
お
申
し
込
み
い
た
だ
く

場
合
は
、
お
早
め
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
） 

②
月
々
の
口
座
振
替
に 

　
早
割
制
度
が
で
き
ま
し
た 

 

　
通
常
の
口
座
振
替
（
当
月
保
険

料
の
翌
月
末
引
き
落
と
し
）
は
定

額
保
険
料
で
す
が
、
口
座
振
替
を

早
割
（
当
月
保
険
料
当
月
引
き
落

と
し
）
に
す
る
と
40
円
が
割
引
と

な
り
ま
す
。 

　
早
割
制
度
を
申
し
込
む
と
、
翌

月
末
の
初
回
の
口
座
振
替
に
て
２

カ
月
分
の
保
険
料
（
従
前
の
保
険

料
と
40
円
割
引
さ
れ
た
保
険
料
）

が
引
き
落
と
し
と
な
り
、
そ
の
後

の
毎
月
の
保
険
料
が
40
円
引
き
と

な
り
ま
す
。 

　
口
座
振
替
の
申
し
込
み
用
紙 

（
振
替
方
法
の
変
更
も
同
じ
申
込

用
紙
と
な
り
ま
す
）
に
つ
い
て
は
、 

社
会
保
険
事
務
所
な
ど
に
請
求
し

て
い
た
だ
く
ほ
か
、
社
会
保
険
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
印
刷
（
プ
リ

ン
ト
ア
ウ
ト
）
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。 

　
な
お
、
保
険
料
の
半
額
免
除
を

受
け
て
い
る
方
の
口
座
振
替
は
、

通
常
の
口
座
振
替
で
の
お
申
し
込

み
と
な
り
ま
す
。 

 

〈
社
会
保
険
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〉 

http://w
w
w
･sia･go･jp/

    

　
こ
の
制
度
は
、
国
民
年
金
制
度

の
発
展
過
程
に
お
い
て
生
じ
た
特

別
な
事
情
に
か
ん
が
み
、
障
害
基

礎
年
金
を
受
給
し
て
い
な
い
障
害

者
に
対
し
て
福
祉
的
措
置
を
講
じ

る
観
点
か
ら
給
付
金
の
支
給
を
行

う
制
度
で
す
。 

 

対
象
者
は
、 

・
平
成
３
年
３
月
以
前
の
国
民
年

　
金
制
度
任
意
加
入
対
象
で
あ
っ

　
た
学
生 

・
昭
和
61
年
３
月
以
前
の
国
民
年

　
金
制
度
任
意
加
入
対
象
で
あ
っ

　
た
厚
生
年
金
保
険
等
に
加
入
し

　
て
い
た
方
の
配
偶
者
で
あ
っ
て
、

　
任
意
加
入
し
て
い
な
か
っ
た
期

　
間
中
に
生
じ
た
傷
病
が
、
現
在
、

　
障
害
基
礎
年
金
の
一
、
二
級
相

　
当
の
障
害
の
状
態
に
あ
る
方
　

　
　
…
で
す
。 

 

　
給
付
金
を
請
求
す
る
方
は
、
平

成
17
年
４
月
１
日
か
ら
住
所
地
の

市
区
町
村
役
場
で
受
付
を
開
始
し

ま
す
の
で
、
平
成
17
年
４
月
中
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
な
お
、
収
入
や
年
金
受
給
の
状

況
が
制
限
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
、
お
近
く
の
社
会
保
険
事

務
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。 

        

　
先
日
、
厚
生
年
金
を
受
け
て
い
た
父

が
亡
く
な
り
ま
し
た
。
ど
の
よ
う
な
年

金
の
手
続
き
が
必
要
で
す
か
。 

      

　
年
金
を
受
け
て
い
る
人
が
亡
く
な
っ

た
と
き
は
、
社
会
保
険
事
務
所
へ
「
年

金
受
給
権
者
死
亡
届
」
を
提
出
し
て
い

た
だ
く
こ
と
が
必
要
で
す
。 

　
な
お
、
年
金
は
死
亡
し
た
月
分
ま
で

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
死
亡
し
た

人
に
支
払
わ
れ
る
は
ず
の
年
金
に
未
払

い
分
が
あ
る
と
き
は
、
遺
族
に
未
支
給

年
金
と
し
て
支
払
わ
れ
ま
す
。 

　
未
支
給
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
の
で

き
る
遺
族
の
順
位
は
、
年
金
を
受
け
て

い
た
人
の
死
亡
当
時
に
生
計
を
同
じ
く

し
て
い
た
配
偶
者
、
子
、
父
母
、
孫
、

祖
父
母
、
兄
弟
姉
妹
の
順
で
す
。
「
未

支
給
年
金
請
求
書
」
も
併
せ
て
社
会
保

険
事
務
所
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
年
金
を
受
け
る
権
利
は
、
年
金
を
受

け
て
い
る
人
が
死
亡
す
る
と
な
く
な
り

ま
す
。
こ
の
届
出
が
遅
れ
る
と
、
死
亡

し
た
翌
月
以
降
の
分
も
年
金
が
支
払
わ

れ
、
後
か
ら
お
返
し
い
た
だ
く
こ
と
も 

 

あ
り
ま
す
の
で
、
速
や
か
に
届
出
を
行

っ
て
く
だ
さ
い
。 

 

用
意
し
て
い
た
だ
く
も
の 

 

　
●
死
亡
届
の
み
の
場
合 

　
・
年
金
証
書
（
死
亡
者
） 

　
・
印
鑑
（
認
印
で
よ
い
） 

　
・
死
亡
日
が
明
ら
か
に
な
る
書
類 

　
（
戸
籍
抄
本
、死
亡
診
断
書
な
ど
） 

　
●
未
支
給
年
金
の
請
求
を
す
る
と
き 

　
・
年
金
証
書
（
死
亡
者
） 

　
・
印
鑑
（
認
印
で
よ
い
） 

　
・
戸
籍
謄
本
（
死
亡
者
と
請
求
者 

　
　
の
身
分
関
係
が
明
ら
か
に
な
る 

　
　
も
の) 

　
・
住
民
票
（
世
帯
全
員
分
、
死
亡 

　
　
者
は
除
票
） 

　
・
金
融
機
関
の
預
金
通
帳 

　
・
死
亡
者
と
請
求
者
が
別
居
の
場 

　
　
合
は
生
計
同
一
証
明
書 

 

国
民
年
金
保
険
料
の 

納
付
は
口
座
振
替
が 

お
得
で
す
！ 

特
別
障
害
給
付
金 

制
度
が
始
ま
り
ま
す 

ゆ
め
あ
り
相
談
室 

年
金
受
給
者
の
死
亡
の 

手
続
き
は
？ 
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3月の休館日 

あたたかくて楽しいことばのひととき 

大型絵本「なまはげだぞう」にみんなハラハラドキドキ、さいごはホッとしました。 

　
蔵
書
点
検
中
は
休
館
し
て
ご

不
便
を
お
か
け
し
ま
し
た
。
無

事
終
了
し
、
３
月
１
日（
火
）か

ら
開
館
し
て
い
ま
す
！
み
な
さ

ま
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。 

―
３
月
読
書
の
つ
ど
い 

　
　
　
　
　
　
ご
案
内
― 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

　
　
募
集
し
ま
す
！ 

水
曜
日
は 

「
絵
本
の
へ
や
」
へ 

行
こ
う
！ 

南
魚
沼
市
図
書
館
　
TEL
７
７
３
ー
６
６
７
７
（
南
魚
沼
市
民
会
館
２
Ｆ
） 

南
魚
沼
市
公
民
館
図
書
室
　
TEL
７
７
７
ー
４
６
７
１
（
南
魚
沼
市
公
民
館
２
Ｆ
） 

　
子
ど
も
に
本
を
読
む
。
す
て
き

で
す
。
い
い
本
が
あ
る
と
い
い
風

景
が
う
ま
れ
ま
す
。
た
っ
ぷ
り
と

本
を
読
ん
で
も
ら
っ
て
、
た
っ
ぷ

り
と
愛
さ
れ
た
こ
と
を
知
り
ま
す
。

と
き
に
は
ご
夫
婦
で
、
と
き
に
は

恋
人
同
士
で
も
、
い
い
本
を
読
み

合
う
。
い
か
が
で
す
か
？ 

　
「
絵
本
の
へ
や
」
は
毎
週
水
曜

日
、
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分
、

入
園
前
の
乳
幼
児
と
保
護
者
を
対

象
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
た
ち

に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
場

所
は
南
魚
沼
市
図
書
館
で
す
。 

　
図
書
館
で
は
０
歳
児
か
ら
利
用

者
と
し
て
「
図
書
利
用
カ
ー
ド
」

を
発
行
し
て
い
ま
す
。
お
勧
め
の

絵
本
も
そ
ろ
え
て
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

    

☆
日
時
　
３
月
19
日
（
土
） 

　
　
　
　
午
後
２
時
〜
３
時
30
分 

☆
場
所
　
南
魚
沼
市
図
書
館 

☆
テ
ー
マ
　
『
世
界
の
お
話
』 

☆
内
容
　
大
型
絵
本
「
は
ら
ぺ
こ

　
あ
お
む
し
」「
す
て
き
な
三
人
ぐ

　
み
」
ほ
か
、
新
し
い
本
の
紹
介
、

　
読
み
聞
か
せ 

☆
対
象
　
幼
児･

小
学
生･

保
護
者 

☆
定
員
　
１
０
０
人 

☆
申
込
み
　
３
月
18
日（
金
）ま
で

　
に
図
書
館
へ 

◆
大
型
絵
本
を
読
む
の
は
「
ふ
う

　
せ
ん
の
会
」
の
皆
さ
ん
で
す
。

　
大
型
絵
本
の
迫
力
は
ち
ょ
っ
と

　
違
う
よ
！ 

    

　
図
書
館
で
開
催
の
「
読
書
の
つ

ど
い
」
「
絵
本
の
へ
や
」
で
、
絵

本
の
読
み
聞
か
せ
や
紙
芝
居
な
ど
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
た
ち
の
活
躍

が
大
好
評
で
す
。 

　
き
ら
き
ら
輝
く
子
ど
も
た
ち
の

瞳
に
あ
な
た
も
ふ
れ
て
み
ま
せ
ん

か
。
子
ど
も
が
好
き
な
方
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
経
験
し
て
み
た
い
学
生

さ
ん
な
ど
、
ど
な
た
で
も
構
い
ま

せ
ん
。
あ
な
た
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
図
書
館

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

蔵
書
点
検
終
わ
り
ま
し
た 

【南魚沼市図書館】 
７日（月）・14日（月）・17日（木）（図 
書整理日）・22日（火）・28日（月） 
【公民館図書室】 
７日（月）・14日（月）・21日（月）・ 
28日（月） 

     

・
雪
が
降
り
続
い
て
遊
び
に
も
い

け
ず
困
っ
て
い
た
の
で
、
と
て
も

楽
し
め
ま
し
た
。
毎
月
の
子
ど
も

の
楽
し
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

・
大
型
絵
話
と
て
も
よ
か
っ
た
で

す
。
子
ど
も
も
く
ぎ
づ
け
で
し
た
。 

・
子
ど
も
た
ち
が
お
と
な
し
く
話

を
聞
い
て
い
る
姿
を
見
て
、
成
長

し
た
な
あ
と
感
じ
ま
し
た
。 

・「
き
た
き
つ
ね
の
ゆ
め
」
と
「
ふ

ぶ
き
の
と
り
」
は
絵
が
き
れ
い
な

本
だ
っ
た
。 

・
初
め
て
き
ま
し
た
が
、
お
も
し

ろ
か
っ
た
で
す
。
子
ど
も
も
「
く

し
ゃ
み
の
お
う
た
」
ほ
か
、
み
ん

な
お
も
し
ろ
か
っ
た
と
喜
ん
で
い

ま
し
た
。 

お
も
し
ろ
か
っ
た
大
型
絵
話 

「
な
ま
は
げ
だ
ぞ
う
」 

〜
１
月
読
書
会
レ
ポ
ー
ト
〜 

　
　
―
一
口
感
想
集
― 
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☆募集人員　１名（平成17年４月１日から勤務） 
☆待　　遇　市の規定による 
☆勤 務 地　南魚沼市公民館（南魚沼市浦佐5175-1） 
☆勤務時間　月曜日から金曜日 
　　　　　　午前８時30分から午後５時15分　 
☆勤務内容　幼児・青少年・高齢者教室の企画運営お
　　　　　　よび図書室運営。休日や時間外に勤務す
　　　　　　ることがあります。 
☆応募資格　昭和40年４月２日以降に生まれた方。幼
　　　　　　児から高齢者までの人と楽しく接するこ
　　　　　　とのできる方。保育士、社会教育主事の
　　　　　　資格のある方は優先します。 
☆応募手続き　市販の履歴書に規定の写真（申し込み前
　　　　　　６カ月以内に撮影したもの）を貼り、保
　　　　　　育士、社会教育主事の資格のある方は、
　　　　　　その写しを添えて３月11日(金)までに南
　　　　　　魚沼市公民館あて提出してください。 
　　　　　　（郵送可） 
☆選考方法　書類選考としますが、必要に応じ面接に
　　　　　　よる選考も行います。 
☆任　　期　１年　※必要に応じ延長あり 
■申込み・問合せ 
　〒９４９－７３０２　南魚沼市浦佐5175-1 
　　南魚沼市公民館　℡７７７－４６７１ 

歌の好きな子みんな集まれ！ 

∮南魚沼市少年少女合唱団♪ 
参加者募集 

∮南魚沼市少年少女合唱団♪ 
参加者募集 

　　０１２０－１５０－１４２（月曜休館） 
TEL７７３－５５００　FAX７７２－８１６１ 
http://www.6bun.jp　　info@6bun.jp

　　０１２０－１５０－１４２（月曜休館） 
TEL７７３－５５００　FAX７７２－８１６１ 
http://www.6bun.jp　　info@6bun.jp

南魚沼市民会館  南魚沼市民会館  

☆開場　午後１時30分　　☆開演　午後２時 
☆会場　大ホール　　　　入場無料！ 
☆出演　南魚沼市民会館リコ―ダ―教室の皆さん 
　　　　小池純夫　先生 

★友情出演　北辰小学校リコーダークラブ　他 
 

 

 

 

☆開場　午後６時　　☆開演　午後６時30分 
☆会場　大ホール 
☆全席自由￥３,０００（消費税込／当日￥500増） 

４月３日（日）より会館、会館プレイガイドにて 
一斉発売！＜会員予約は３月27日(日)から＞ 

あたたかく、やさしく、心に響く音色を 
お楽しみください!!

『第3回リコーダーコンサート』 3/6(日)

“笑点”でおなじみの大御所、南魚沼に初登場！ 
春らんまん、思う存分、笑ってください!!

『桂 歌丸　独演会』 4/28(日)

『社会教育指導員』募集！ 

◆六日町少年少女合唱団は、南魚沼市誕生により、４月から名称を変更いたします。 

　２月５、６日の２日間、「演劇セミナーⅥ ＰＬＡ 

Ｙ～遊ぶこと・演じること～」を開催しました。地 

元南魚沼市（坂戸）出身で劇団ＫＡＫＵＴＡを中心に 

活躍している佐藤滋さんと同じ劇団の若狭勝也さん 

を講師に迎え、役者の演技する上での基礎を、“遊ぶ 

こと”を通してゲーム 

感覚で楽しく学びまし 

た。 

　ときには魚沼ことば 

を交えながらの講習に、 

参加者からは笑い声が 

絶えませんでした。 

ＰＬＡＹ ～遊ぶこと・演じること～ 

演劇セミナーVI

☆期　間　　４月から１年間 
☆練習日　　土曜日（月３回） 
　　　　　　午前９時30分～11時30分 
☆会　場　　南魚沼市民会館（旧六日町文化会館） 
☆対　象　　小学３年生～中学３年生の男女 
☆内　容　　合唱表現の基礎的なこと（発声・発音・ 
　　　　　　呼吸法など）を楽しく学習します。 
☆指導者　　高野祥子さん 
☆会　費　　７,０００円（年会費） 
☆申込み　　３月31日（木）までに南魚沼市公民館 
　　　　　　六日町分館へお申し込みください。 
☆開講式　　４月９日（土）午前10時～ 
　　　　　　南魚沼市公民館六日町分館にて 
☆その他　　各種コーラスフェスティバルに出演 
　　　　　　する予定です。 
■問合せ　　公民館六日町分館　TEL７７３－６６１０ 
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※教室は都合により、日程・回数・料金等が変更になる場合がございます。あらかじめご了承ください。 
　なお、詳細につきましては各コース参加申込書をご覧ください。 

＊定員を大幅に割った場合、中止となるコースもあります。会員優先ですが、会員で定員を超えた場合も抽選となります＊ 

　名称も変わり、より多くの皆さまに一員になっていただき、愛されるクラブになるよう努力してまい 
ります。水泳・水中運動なら無理なく身体が動かせます。泳力・体力向上、シェイプアップなどさまざ 
まな目的に沿うよう教室を設定し、皆さんのご参加をお待ちしています。南魚スポーツパラダイス会員 
は、ディスポート南魚沼の個人定期券が30％引き！水泳以外の教室も会員割引料金があるよ！ 
受付期間：3月1日(火)～15日(火)　午後4時まで 
申込方法：ディスポート南魚沼に用意してある申込用紙とハガキに、必要事項を記入してフロントへ 
　　　　　提出してください。 
選考方法：定員を超えた場合は、15日(火)午後６時３０分からディスポート南魚沼２階ロビーで抽選を行
　　　　　い、結果はハガキにてご案内いたします。 

平成17年度　｢スイミングスクール｣　第１期　生徒募集 
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※教室は都合により、日程・回数・料金等が変更になる場合がございます。あらかじめご了承ください。 
　なお、詳細につきましては各コース参加申込書をご覧ください。 

　平成17年度より、長期スイミングスクールも南魚スポーツパラダイスの教室となります。 
会員は、ディスポート南魚沼の個人定期券が30％引き！参加料も割引きだし、会員の方が絶対お得!! 
※長期スイミングは通年教室のため、定員に空きがなければ参加者の募集は行いません。あらかじめ 
　ご了承ください。 
受付期間：3月1日(火)～10日(木)　午後4時まで 
申込方法：ディスポート南魚沼に用意してある申込み用紙に記入してフロントへ提出してください。 
選考方法：3月12日(土)　午前10時から、各コースとも泳力テストを行います。 
参 加 費：前期（５カ月分）・中期（４カ月分）・後期（３カ月分）とし、それぞれ３月・８月・１２月に 
　　　　　納入をお願いします。 

申込方法：スポーツパラダイスの会員更新・入会 
申込みを希望する方は、申込用紙の教 
室参加希望欄に○印をつけてください。 
個別の教室だけに参加を希望する方は、 
ディスポート南魚沼に設置してある教 
室申込書にご記入のうえ、参加料を添 
えてお申込ください。 

＊日程は都合により変更となる場合があります。 
　詳しくは、各教室参加者募集要項をご覧ください＊ 

平
成
17
年
度
　
教
室
参
加
者
募
集
！ 

ボールを一度バウンドさせて行うバレーボールで気軽にできます。まずは、一度見学に来てみてください！ 

スポーツを通じ交流を深め、笑顔のある明るい教室作りを目指しています！ワイワイ楽しく、健康が一番！ 

経験・年齢・性別・曜日さえ問いません！健康づくり、仲間作り、一緒に楽しく汗を流しましょう！ 

登るほどに味わいを見せてくれる坂戸山に魅せられて、毎年参加者が増加中！まずは、40回を目標にチャレンジ！ 

＊＊＊ 6人制ワンバウンドバレーボール教室 ＊＊＊ 

＊＊＊ シニアスポーツクラブ ＊＊＊ 

＊＊＊ 卓球ディスポート教室 ＊＊＊ 

＊＊＊ チャレンジ坂戸山登山 ＊＊＊ 

〒949-6611 
南魚沼市坂戸372　ディスポート南魚沼内 
TEL773-3210　FAX773-6955 
Email：spopara@6bun.jp

長期スイミングスクール（通年）　生徒募集 

なん ぎょ  
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体育施設の利用団体登録 体育施設の利用団体登録 

☆受付期間　３月１日(火)～３月24日(木) 
☆受付場所　・南魚沼市民会館内　スポーツ振興係 
　　　　　　・ディスポート南魚沼 

☆対 象 者　市内に在住・在勤・在学する方で構成 
　　　　　　する５人以上の団体 

☆特　　典　市内体育施設・学校体育施設の優先予
　　　　　　約ができ、学校体育施設は使用料が免

　　　　　　除されます。 

☆調整会議　第１回：３月24日（木）午後６時30分～ 
　　　　　　南魚沼市民会館　多目的ホール 

■問 合 せ　社会教育課　スポーツ振興係 

★富岡惣一郎画集 『トミオカホワイトの世界』 
　　　　　　　　　１部　２，０００円（税込み） 
美術館にて好評発売中！（通信販売も受付中） 
　富岡惣一郎の初期から晩年までの作品49点を掲載
した豪華な画集です。 

℡７７５－３６４６　http://www.mynet.ne.jp/white/ 
OPEN 10:00～17:00（水曜休館） 

ディスポート南魚沼 
℡７７３－６６２０　FAX７７３－６９５５ 

E-mail　disport＠6bun.jp（月曜休館） 

★★★★水中歩行のススメ★★★★ 
　プールは「およぐ」だけの施設ではありません。「あ
るく」専用のコースもあり、誰でも無理なく、自分の
ペースで歩くことで、健康増進が図れます。まだ歩い
たことがない人は、ぜひ一度歩いてみてください。 

平成17年度 南魚沼市 

         

　
六
日
町
女
子
高
等
学
校
か
ら
、

八
海
高
等
学
校
に
改
組
さ
れ
て
か

ら
、
ち
ょ
う
ど
十
年
に
な
り
ま
し

た
。 

　
八
海
高
校
で
は
、
普
通
科
、
体

育
科
、
福
祉
科
と
、
三
つ
の
学
科

が
あ
り
ま
す
が
、
科
に
関
わ
ら
ず
、

興
味
関
心
の
あ
る
分
野
に
つ
い
て

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
と
い
う
立
場

で
活
動
で
き
る
場
を
、
地
域
の
皆

さ
ま
か
ら
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。 

　
私
自
身
、
高
校
生
時
代
に
は
さ

ま
ざ
ま
な
活
動
を
体
験
し
、
た
く

さ
ん
の
出
会
い
が
あ
り
ま
し
た
。

学
校
と
は
違
う
場
で
、
年
代
も
異

な
る
人
た
ち
と
ふ
れ
合
い
、
学
ん

だ
こ
と
も
戸
惑
っ
た
こ
と
も
た
く

さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
遊

び
が
優
先
で
、
継
続
し
た
活
動
が

苦
手
で
も
あ
り
ま
し
た
。 

　
今
、
立
場
が
変
わ
っ
て
み
る
と
、

も
っ
た
い
な
い
過
ご
し
方
を
し
て

き
た
な
ぁ
、
と
思
い
ま
す
。
そ
れ

は
、
生
徒
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
の
感
想
や
体
験
を
聞
く
と
き
で

す
。
十
代
と
い
う
心
の
柔
ら
か
い

時
期
だ
か
ら
こ
そ
感
じ
ら
れ
る
も

の
を
、
体
い
っ
ぱ
い
、
心
い
っ
ぱ

い
に
感
じ
て
い
ろ
い
ろ
な
話
を
聞

か
せ
て
く
れ
ま
す
。
普
段
の
学
校

生
活
だ
け
で
は
な
か
な
か
見
る
こ

と
の
で
き
な
い
表
情
や
、
そ
こ
か

ら
に
じ
み
出
る
柔
ら
か
い
雰
囲
気
、

生
き
生
き
し
た
様
子
に
こ
ち
ら
も

う
れ
し
く
な
り
ま
す
。 

　
そ
れ
を
一
時
的
な
感
情
で
な
く
、

小
さ
く
て
も
疑
問
を
持
っ
た
り
振

り
返
っ
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
、
ひ
と
つ
の
体
験
が
何
倍
に
も

大
き
く
な
る
、
と
機
会
が
あ
る
ご

と
に
話
し
て
い
ま
す
。 

　
一
方
、
私
は
と
い
う
と
、
社
会

に
出
て
年
を
重
ね
る
ご
と
に
「
こ

う
で
な
け
れ
ば
い
け
な
い
」
「
こ

う
で
あ
る
べ
き
」
と
い
う
気
持
ち

が
強
く
な
り
、
心
か
ら
う
れ
し
い
、

た
の
し
い
と
感
じ
る
こ
と
や
、
素

直
な
驚
き
が
減
っ
て
き
て
い
る
よ

う
に
感
じ
て
い
ま
す
。 

　
「
忙
し
い
」
を
言
い
訳
に
、
一

歩
立
ち
止
ま
る
こ
と
が
で
き
ず
、

つ
い
流
し
て
し
ま
う
こ
と
が
ど
の

く
ら
い
あ
る
で
し
ょ
う
か
。
ど
の

く
ら
い
の
チ
ャ
ン
ス
を
逃
し
て
い

る
で
し
ょ
う
か
。
生
徒
に
伝
え
た

い
こ
と
は
、
同
時
に
自
分
自
身
に

言
い
聞
か
せ
な
け
れ
ば
い
け
な
い

こ
と
な
の
で
す
。 

　
最
近
、
こ
ん
な
言
葉
に
ハ
ッ
と

し
ま
し
た
。 

　
「
ゆ
っ
く
り
と
歩
く
人
に
は
見

え
る
花
、
せ
き
立
て
て
走
る
人
に

は
目
に
入
ら
な
い
」
（
拙
筆
屋
万

次
郎
） 

　
ど
ん
な
に
忙
し
く
て
も
、
時
間

が
な
く
て
も
、
心
の
ど
こ
か
に
ゆ

と
り
を
持
っ
て
、
な
る
べ
く
た
く

さ
ん
の
花
や
気
持
ち
や
優
し
さ
や

ふ
れ
合
い
に
気
づ
き
、
大
切
に
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　
そ
し
て
違
う
目
線
だ
け
れ
ど
近

い
位
置
で
、
生
徒
と
い
ろ
い
ろ
な

話
を
し
て
、
こ
れ
か
ら
先
、
一
人

の
人
と
し
て
分
か
ち
合
え
る
も
の

が
増
え
て
い
っ
た
ら
と
思
い
ま
す
。 

八海高等学校 
　松永　綾先生 
八海高等学校 
　松永　綾先生 

「ボランティアと 
　　　　心の成長」 
「ボランティアと 
　　　　心の成長」 

青少年育成センター 

相 談 専 用 電 話  TEL773－3177 
◆休日はお休みします◆ 

　
青
少
年
に
関
す
る
相
談
は
、 

何
で
も
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ 

い
。
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。 

◆
昼
間
相
談 

　
月
曜
か
ら
金
曜 

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時 

　
電
話
・
面
接
等 

◆
夜
間
相
談 

　
月
・
水
・
金
曜
日 

　
午
後
７
時
30
分
〜
９
時
30
分 

・
電
話
相
談 

・
面
接
相
談
（
随
時
予
約
を
受 

　
け
付
け
ま
す
） 

◆
メ
ー
ル
相
談 

　ikusei@
ap.w

akw
ak.com

 

　
発
育
や
健
康
な
ど
の
相
談
は
、 

保
健
課
ま
た
は
保
健
課
分
室
で 

受
け
付
け
ま
す
。 
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今
ま
で
は
、
19
歳
以
上
の
人
は
年
１
回

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
を
受
け
る
よ
う
に

定
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。 

　
し
か
し
、
近
年
健
診
に
よ
っ
て
発
見
さ

れ
る
結
核
患
者
は
ほ
と
ん
ど
い
な
く
な
り
、

何
ら
か
の
症
状
が
あ
っ
て
医
療
機
関
を
受

診
し
た
人
か
ら
の
発
見
が
ほ
と
ん
ど
と
な

り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
結
核
予
防
法
改

正
に
よ
り
、
平
成
17
年
４
月
１
日
か
ら
市

町
村
で
行
う
結
核
健
診
の
対
象
年
齢
が
変

更
と
な
り
ま
し
た
。 

　
こ
れ
を
受
け
、
市
で
は
17
年
度
か
ら
、

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
の
対
象
年
齢
を
次
の
よ

う
に
変
更
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。
（
年
齢
は
、

平
成
18
年
３
月
末
時
点
の
も
の
で
す
） 

●
65
歳
以
上
の
人 

　
従
来
ど
お
り
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
に
よ
る

結
核
健
診
と
肺
が
ん
検
診
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
必
要
な
方
に
は
喀
痰
検
査
を
行
い

ま
す
。
（
70
歳
未
満
の
方
の
喀
痰
検
査
は

有
料
で
す
） 

●
40
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
人 

　
肺
が
ん
検
診
と
し
て
、
胸
部
レ
ン
ト
ゲ

ン
・
必
要
な
人
に
は
喀
痰
検
査
を
行
い
ま

す
。
他
の
が
ん
検
診
と
同
様
で
、
希
望
制

と
な
り
ま
す
。
※
17
年
度
に
限
り
、
胸
部

レ
ン
ト
ゲ
ン
は
無
料
で
す
。
希
望
し
な
い

方
は
、
検
診
会
場
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。 

●
19
歳
か
ら
39
歳
ま
で
の
人 

　
対
象
外
と
な
り
、
実
施
し
ま
せ
ん
。 

                

　
近
年
の
発
病
状
況
に
よ
り
結
核
予
防
法

は
改
正
と
な
り
ま
し
た
が
、
結
核
は
感
染

す
る
病
気
で
す
。
昔
よ
り
少
な
く
な
っ
た

と
は
い
え
、ひ
と
た
び
発
病
す
れ
ば
、自
分

だ
け
で
な
く
周
囲
に
も
感
染
を
広
げ
る
可

能
性
が
あ
る
怖
い
病
気
で
す
。
結
核
の
症

状
と
考
え
ら
れ
る
２
週
間
以
上
続
く
咳
・

微
熱
・
血
痰
な
ど
、
体
に
異
常
を
感
じ
た

ら
早
め
に
医
療
機
関
で
の
受
診
を
お
願
い

し
ま
す
。 

    

　
こ
れ
ま
で
乳
が
ん
検
診
は
、
30
歳
以
上

の
女
性
が
対
象
で
し
た
が
、
40
歳
代
か
ら

乳
が
ん
に
な
る
率
が
増
え
る
こ
と
か
ら
、

対
象
は
40
歳
以
上
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し

た
。
ま
た
検
診
方
法
も
、
視
触
診
の
み
の

検
診
は
な
く
な
り
、
２
年
に
１
回
の
視
触

診
併
用
の
乳
房
Ⅹ
線
撮
影
（
マ
ン
モ
グ
ラ

フ
ィ
）
検
診
を
受
け
る
よ
う
指
針
が
改
正

さ
れ
ま
し
た
。 

　
た
だ
し
、
経
過
措
置
と
し
て
16
年
度
に

乳
が
ん
検
診
を
受
け
て
い
な
い
方
で
あ
れ

ば
、
17
年
度
内
に
奇
数
年
齢
で
あ
っ
て
も

受
診
対
象
に
な
り
ま
す
。 

    

　
こ
れ
ま
で
子
宮
頚
部
が
ん
検
診
は
、
30

歳
以
上
の
女
性
全
員
が
対
象
で
し
た
が
、

若
年
層
に
お
い
て
子
宮
が
ん
の
発
症
率
が

増
加
傾
向
で
あ
る
こ
と
や
、
妊
娠
や
出
産

へ
の
関
わ
り
を
勘
案
し
て
20
歳
以
上
に
引

き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。
頚
部
が
ん
の
進
展

は
ゆ
る
や
か
で
あ
り
、
検
診
間
隔
を
延
長

し
て
も
検
診
の
有
効
性
が
十
分
に
保
た
れ 

る
こ
と
か
ら
頻
度
は
２
年
に
１
回
と
改
正 

       

さ
れ
ま
し
た
。
市
で
は
平
成
17
年
度
の
検

診
は
、
移
行
期
間
と
し
て
20
歳
以
上
の
女

性
全
員
を
対
象
と
し
て
実
施
し
ま
す
が
、

18
年
度
か
ら
は
、
20
歳
以
上
の
偶
数
年
齢

時
に
実
施
と
な
り
ま
す
。 

子宮がん 

乳がん 

検　診 対　象 頻　　　度 

２年に１回 

自己負担 

1000円 

1000円 

内　　容 

※経過措置として16年度に乳がん検診を受けていない方で 
　あれば、奇数年齢でも対象になります。早急にお申し込 
　みください。 

40歳以上 
偶数年齢 

20歳以上 
H17年度は女性全員 

H18年度以降は 
2年に1回(偶数年齢時) 

視触診・ 
マンモグラフィ 
併用検診 

内診・細胞診 

肺がん検診として 
希望者のみ実施 

結核・肺がん検診 
として全員実施 

17年度は無料 
18年度以降は有料 

　　無　　料 

結核・肺がん検診（胸部レントゲン） 

対象年齢 実　施　内　容 自　己　負　担 

19～39歳 

40～64歳 

65歳以上 

実施しない 

健（
検
）診
等
の 

対
象
年
齢
の 

変
更
に
つ
い
て 

健（
検
）診
等
の 

対
象
年
齢
の 

変
更
に
つ
い
て 

子
宮
が
ん
検
診 

結
核
健
診 

乳
が
ん
検
診 
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春
か
ら
保
育
園
・
幼
稚
園
に
入
園
す
る

お
子
さ
ん
の
い
ら
っ
し
ゃ
る
ご
家
庭
で
は
、

期
待
と
不
安
で
い
っ
ぱ
い
の
こ
と
と
思
い

ま
す
。
そ
こ
で
今
回
は
、
保
育
園
や
幼
稚

園
で
の
乳
幼
児
の
様
子
を
踏
ま
え
な
が
ら

家
庭
で
も
実
践
で
き
る
こ
と
を
い
く
つ
か

あ
げ
て
み
ま
し
た
。
育
児
の
参
考
と
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。 

    

　
最
近
、
夜
型
（
遅
寝
・
遅
起
き
）
の
お

子
さ
ん
が
増
え
て
い
る
よ
う
で
す
。
「
朝
、

遅
く
ま
で
寝
て
い
て
く
れ 

る
と
仕
事
が
は
か
ど
る
の 

で
起
こ
さ
な
い
」
と
い
っ 

た
理
由
が
聞
か
れ
ま
す
。 

し
か
し
、
夜
型
の
お
子
さ 

ん
が
集
団
生
活
へ
入
る
と
、 

午
前
中
ボ
ー
っ
と
し
て
い
て
自
分
の
や
り

た
い
遊
び
や
活
動
を
見
つ
け
る
こ
と
が
難

し
く
、
調
子
が
出
ず
に
過
ご
し
て
し
ま
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
「
楽
し
か
っ
た
」
と

い
う
満
足
感
が
味
わ
え
な
い
こ
と
は
、
と

て
も
残
念
で
す
。
ま
た
、
乳
児
に
お
い
て

は
午
前
中
ま
で
ず
れ
込
ん
で
眠
っ
て
い
る

状
態
は
、
お
日
様
の
下
で
の
覚
醒
が
で
き

ず
、
気
分
の
発
散
も
で
き
に
く
い
こ
と
か

ら
夜
の
睡
眠
が
細
切
れ
に
な
っ
た
り
も
し

ま
す
。
そ
の
た
め
、
一
日
中
ぐ
ず
っ
た
り
、

ひ
と
り
遊
び
の
時
間
も
な
く
、
母
親
か
ら

離
れ
た
が
ら
な
か
っ
た
り
す
る
こ
と
も
あ

る
よ
う
で
す
。
『
乳
幼
児
に
限
ら
ず
、
夜

は
時
間
を
決
め
て
寝
か
し
つ
け
、
ぐ
っ
す

り
眠
り
、
し
っ
か
り
目
覚
め
る
』
こ
の
メ

リ
ハ
リ
が
幼
児
期
の
脳
の
成
長
に
も
影
響

す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
早
寝
・
早
起

き
の
習
慣
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。 

    

　
ビ
デ
オ
や
テ
レ
ビ
な
ど
を
長
時
間
見
過

ぎ
て
い
ま
せ
ん
か
。
子
ど
も
が
喜
ぶ
か
ら

と
い
っ
て
、
長
時
間
の
ビ
デ
オ
や
テ
レ
ビ

は
思
考
力
が
衰
え
、
豊
か
な
想
像
力
は
育 

      

ち
に
く
い
と
言
わ
れ
ま
す
。
見
る
時
間
を

短
く
し
、
そ
の
代
わ
り
に
親
子
で
絵
本
を

楽
し
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。
南

魚
沼
市
に
な
り
、
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
も
始

ま
っ
て
い
ま
す
。
乳
幼
児
そ
れ
ぞ
れ
に
合

っ
た
絵
本
を
、
大
好
き
な
お
母
さ
ん
や
、

お
父
さ
ん
か
ら
繰
り
返
し
読
ん
で
も
ら
え

る
と
い
う
時
間
は
至
福
の
ひ
と
と
き
で
あ

る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
「
ど
ん
な
絵
本

が
良
い
か
わ
か
ら
な
い
」
と
い
う
方
は
、

お
近
く
の
保
育
園
・
幼
稚
園
に
問
い
合
わ

せ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
喜
ん
で
紹
介
い
た

し
ま
す
。  

    

　
子
ど
も
が
望
ん
で
も
い
な
い
の
に
、
親

が
先
回
り
し
て
や
っ
て
あ
げ
る
こ
と
が
愛

情
だ
と
勘
違
い
し
て
い
ま
せ
ん
か
。
一
歳

半
す
ぎ
の
お
子
さ
ん
は
何
で
も
「
自
分
で

自
分
で
」
「
一
人
で
一
人
で
」
と
親
の
手

を
振
り
払
っ
て
で
も
、
靴
や
靴
下
を
履
く

こ
と
、
洋
服
の
着
替
え
や
日
常
生
活
の
あ

ら
ゆ
る
こ
と
を
自
分
で
や
ろ
う
と
挑
戦
し

た
が
り
ま
す
。
そ
ん
な
と
き
は
、
忙
し
い

で
し
ょ
う
が
待
っ
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

　
　
子
ど
も
に
と
っ
て
大
切
な
自
立
へ
の

　
　
　
　
　
　
　
一
歩
な
の
で
す
。
ま
た
、

　
　
　
　
　
　
　
う
ま
く
で
き
て
も
で
き

　
　
　
　
　
　
　
な
く
て
も
、
頑
張
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
後
は
た
く
さ
ん
褒
め
て

　
　
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。
そ
れ
が
自
信
と

次
へ
の
意
欲
に
つ
な
が
り
ま
す
。
あ
る
い

は
、
今
ま
で
一
人
で
で
き
て
い
た
こ
と
で

も
、
親
の
愛
を
確
か
め
た
く
て
甘
え
て
く

る
時
が
あ
り
ま
す
。
「
一
人
で
で
き
る
で

し
ょ
う
！
」
と
突
き
放
す
ば
か
り
で
な
く

「
一
緒
に
や
っ
て
み
よ
う
か
」
と
受
け
止

め
て
あ
げ
る
こ
と
も
大
切
で
す
。
　 

    

　
入
園
ま
で
に
こ
れ
だ
け
は
…
と
張
り
切

り
す
ぎ
て
は
い
ま
せ
ん
か
。
例
え
ば
、
ト

イ
レ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
着
替
え
、
食
事
の

マ
ナ
ー
な
ど
、
子
ど
も
と
離
れ
る
こ
と
で

気
が
か
り
な
点
が
そ
れ
ぞ
れ
あ
る
と
思
い

ま
す
。
あ
せ
ら
ず
、
何
事
も
し
か
ら
ず
に

励
ま
し
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。
で
き
な
い
こ

と
へ
の
お
母
さ
ん
の
イ
ラ
イ
ラ
が
お
子
さ

ん
に
伝
わ
っ
て
し
ま
い
、
入
園
を
不
安
な

も
の
に
さ
せ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

案
外
、
集
団
生
活
へ
入
る
こ
と
に
よ
り
、

お
友
達
同
士
で
ま
ね
を
し
た
り
、
教
え
て

も
ら
い
な
が
ら
学
び
、
親
が
思
っ
て
い
る

よ
り
も
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
た
り
も
し
ま
す

の
で
、
入
園
し
て
か
ら
で
も
遅
く
あ
り
ま

せ
ん
。
園
と
家
庭
で
手
を
取
り
合
っ
て
進

め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

 

　
冬
場
は
家
に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
で
す
。

お
友
達
づ
く
り
や
気
分
転
換
を
兼
ね
て 

「
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ル
ー
ム
」
や
「
び 

ー
ん
ず
」
に
親
子
で
遊
び
に
い
ら
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

※
「
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ル
ー
ム
」
は 

　
　
三
用
保
育
園
（
大
和
地
域
）
と 

　
　
余
川
保
育
園
（
六
日
町
地
域
）
の 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
に
あ
り
ま
す
。 

「
び
ー
ん
ず
」
は 

　
　
六
日
町
幼
稚
園
で
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

内
容
な
ど
詳
細
は
、 

左
記
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。 

・
三
用
保
育
園
　
℡
７
７
７
―
３
０
５
１ 

・
余
川
保
育
園
　
℡
７
７
３
―
５
４
５
９ 

・
六
日
町
幼
稚
園
℡
７
７
２
―
４
５
７
７ 

早
寝
・
早
起
き
の 

　
　
　
　
習
慣
を 

絵
本
で
親
子
の 

ス
キ
ン
シ
ッ
プ
を 

見
守
り
、
受
け
止
め
、 

　
　
　
抱
き
し
め
て 

園
と
家
庭
の 

　
連
携
プ
レ
ー
で 
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昨
年
12
月
以
降
転
入
さ
れ
て
、
平
成
17

年
度
住
民
健
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
健

診
の
申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。 

■
対
象
者 

　
次
に
該
当
し
、
職
場
や
学
校
等
の
健
診

を
受
け
な
い
で
市
の
住
民
健
診
を
希
望
さ

れ
る
人 

・
基
本
健
康
診
査
　
19
歳
以
上 

・
胃
が
ん
検
診
　
　
40
歳
以
上 

・
大
腸
が
ん
検
診
　
40
歳
以
上 

・
肺
が
ん
検
診
　
　
40
歳
以
上 

・
結
核
健
診
　
　
　
65
歳
以
上 

・
子
宮
が
ん
検
診
　
20
歳
以
上
女
性 

・
乳
が
ん
検
診
　
　
40
歳
以
上
女
性
で 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
偶
数
年
齢 

※
年
齢
は
、
平
成
18
年
３
月
末
現
在 

■
申
込
み 

・
大
和
地
域
の
方
…
保
健
課 

・
六
日
町
地
域
の
方
…
保
健
課
分
室 

※
お
申
し
込
み
は
窓
口
ま
た
は
お
電
話
で 

     

　
平
成
17
年
度
か
ら
、
市
の
住
民
検
診
で

行
う
乳
が
ん
検
診
は
視
触
診
併
用
の
乳
房

Ｘ
線
撮
影
（
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
）
検
診
の

み
と
な
り
、
40
歳
以
上
の
女
性
で
２
年
に

１
回
の
検
診
と
な
り
ま
す
。 

　
検
診
と
検
診
の
間
は
毎
月
１
回
程
度
、

自
己
触
診
を
し
ま
し
ょ
う
。 

　
正
し
い
自
己
触
診
を
行
う
た
め
に
、
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

■
講
師
　
斎
藤
記
念
病
院  

            
　
鬼
頭
隆
尚 

先
生 

      

　
中
越
大
震
災
に
よ
っ
て
、
私
た
ち
は
、

日
常
の
暮
ら
し
だ
け
で
な
く
心
に
も
大
き

な
影
響
を
受
け
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
一
見

元
気
そ
う
に
見
え
る
子
ど
も
た
ち
の
心
に

も
少
な
か
ら
ず
影
を
落
と
し
て
い
ま
す
。 

　
現
在
、
市
で
行
っ
て
い
る
三
歳
児
健
診

時
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
、
震
災
後
は
「
ち

ょ
っ
と
し
た
物
音
に
も
び
っ
く
り
し
て
親

か
ら
離
れ
な
か
っ
た
」
「
い
っ
た
ん
と
れ

て
い
た
オ
ム
ツ
が
ま
た
必
要
に
な
っ
た
」

「
ひ
と
り
で
暗
が
り
に
行
く
こ
と
を
怖
が

る
よ
う
に
な
っ
た
」
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

変
化
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

ど
の
よ
う
な
対
応
を
す
れ
ば
い
い
の
だ
ろ

う
か
と
い
う
悩
み
も
寄
せ
ら
れ
ま
す
。 

　
皆
さ
ん
も
、
子
ど
も
た
ち
の
心
の
様
子

や
、
よ
り
よ
い
か
か
わ
り
方
に
つ
い
て
一

緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。 

■
日
時
　
３
月
10
日（
木
） 

　
　
　
　
　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分 

■
会
場
　
南
魚
沼
市
公
民
館
（
浦
佐
） 

■
対
象
　
幼
児
の
保
護
者
等
ど
な
た
で
も 

■
内
容 

・
講
演
会 

　
『
災
害
後
の
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
』 

　
新
潟
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー 

　
　
　
　
　
　
所
長
　
福
島
　
昇 
氏 

・
実
践
報
告 

　
『
中
越
大
震
災
で
見
ら
れ
た 

　
　
　
　
子
供
の
こ
こ
ろ
と
接
し
方
』 

　
六
日
町
地
域
振
興
局
健
康
福
祉
環
境
部 

　
　
相
談
課
課
長
代
理
　
塚
田
和
子 

氏 

主
催
／
六
日
町
地
域
振
興
局 

　
　
　
　
　
　
　
健
康
福
祉
環
境
部 

※
会
場
準
備
の
都
合
上
、
で
き
れ
ば
参
加 

　
希
望
者
は
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

※
保
育
室
の
利
用
を
ご
希
望
す
る
方
は
、 

　
事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

■
申
込
み
・
問
合
せ 

・
保
　
健
　
課 

・
保
健
課
分
室 

      

　
子
ど
も
に
手
作
り
お
や
つ
を
、
と
思
っ

て
も
な
か
な
か
で
き
な
い
も
の
。
そ
ん
な

お
母
さ
ん
を
食
生
活
改
善
推
進
員
が
お
手

伝
い
し
ま
す
。
一
緒
に
楽
し
く
お
や
つ
作

り
を
し
ま
し
ょ
う
。
お
子
さ
ん
は
別
室
で

遊
ぶ
こ
と
も
で
き
ま
す
。 

■
日
時
　
３
月
11
日（
金
） 

　
　
　
　
　
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
45
分 

■
会
場
　
城
内
地
域
開
発
セ
ン
タ
ー 

■
対
象
　
城
内
地
区
に
お
住
ま
い
の
方 

■
内
容
　
子
ど
も
向
け
の
お
や
つ
作
り 

■
参
加
費
　
無
料 

■
申
込
み
・
問
合
せ
　
保
健
課
分
室 

転
入
さ
れ
た
方
は 

住
民
健
診
申
込
み
を 

お
忘
れ
な
く 

乳
が
ん
講
演
会 

（
自
己
触
診
法
講
習
） 

城
内
地
区 

子
ど
も
お
や
つ
教
室 

講
演
会
の
ご
案
内 

災
害
と
こ
こ
ろ
の
動
き 

〜
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に 

　
　
　
　
大
人
が
で
き
る
こ
と
〜 

期　　日 
 
３月18日（金） 

３月25日（金） 

４月１日（金） 

４月６日（水） 

　　時　　　間 
 
 
 
午後７時30分～９時 
 
 
 

午後２時～３時30分 

　会　　場 

城内地域 
開発センター 

大巻地域 
開発センター 

五十沢地域 
開発センター 

市役所本庁舎 
２階大会議室 
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■
発
行
／
南
魚
沼
市
　
〒
九
四
九
ー
六
六
九
六
　
新
潟
県
南
魚
沼
市
六
日
町
一
八
〇
ー
一
　
電
話
〇
ニ
五
ー
七
七
三
ー
六
六
六
〇
（
代
表
）
　
■
編
集
／
企
画
情
報
課
広
報
広
聴
係 

市
報
　
み
な
み
魚
沼

み
な
み
魚
沼 

市
報
　
み
な
み
魚
沼 

2005 
3.1 
第4号 

ご意見・ご要望をお寄せください。　E-mail  kouhou@city.minamiuonuma.niigata.jp 
　市報に掲載する人名は、さしつかえのない限り、常用漢字表の適用字体を用いています。 

すくすくフレンド（10：00～ 公民館［浦佐］） 

南魚沼市議会定例会招集予定日 
～23日まで（３～９日は休会）予定 
越後浦佐毘沙門堂 裸押合大祭(前夜祭) 

越後浦佐毘沙門堂 裸押合大祭（普光寺［浦佐］） 
ほのぼの広場（9：30～　大崎農業会館） 

バドミントン交流大会 
（13：00～　浦佐小学校体育館） 

中央女性学級（10：00～　保健センター） 

ほのぼの広場（9：30～　公民館［浦佐］） 

災害後の子どものこころのケア講演会 
（10：00～　公民館［浦佐］） 

市長杯アルペンスキー大会 
（9：30～　八海山麓スキー場） 
心豊かな子育て教室「閉講式」 
（10：00～11：30　市民会館） 

ほのぼの広場（9：30～　公民館［浦佐］） 

乳がん講演会（19：30～　城内開発センター） 

読書のつどい 
（14：00～15：30　図書館［市民会館］） 

第10回しみ渡り雪上山歩 
（受付5：00～　雪国スポーツ館［五日町］） 

ほのぼの広場（9：30～　公民館［浦佐］） 
行政相談（14：00～16：00　本庁舎） 

第３回農業委員会総会（9：00～　大和庁舎議場） 
乳がん講演会（19：30～　大巻開発センター） 

保育園卒園式（各保育園） 

しゃくなげ学級閉級式 
（13：00～　六日町分館［市民会館］） 

   

　
入
試
、
卒
業
、
新
し
い
旅
立
ち
の
準

備
、
そ
ん
な
季
節
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

町
内
や
集
落
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な

団
体
や
組
織
の
役
員
改
選
・
引
継
ぎ
も

始
ま
り
、
人
の
動
き
も
慌
し
く
な
っ
て

き
た
よ
う
で
す
。 

　
昨
年
の
震
災
に
よ
り
被
害
を
受
け
た

田
ん
ぼ
や
施
設
の
修
復
を
行
お
う
と
、

本
格
的
な
春
を
待
つ
方
も
多
い
か
と
思

い
ま
す
が
、
う
ず
た
か
く
降
り
積
も
っ

た
雪
が
、
い
つ
解
け
て
く
れ
る
の
か
と

気
が
か
り
で
す
。 

　
こ
う
し
た
な
か
、
市
内
Ｕ
保
育
園
の

花
壇
で
は
、
水
仙
の
花
が
顔
を
出
し
ま

し
た
。
雪
の
重
み
で
茎
を
Ｓ
字
に
曲
げ

な
が
ら
も
可
憐
な
花
を
咲
か
せ
、
子
ど

も
た
ち
の
歓
声
を
浴
び
て
い
ま
し
た
。

三
寒
四
温
も
は
っ
き
り
し
、
日
照
時
間

も
日
一
日
と
長
く
な
り
、
お
日
様
の
あ

り
が
た
さ
と
春
の
訪
れ
が
近
い
こ
と
を

感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。
長
い
冬
に
も

い
つ
か
春
が
訪
れ
ま
す
。
二
月
に
行
わ

れ
た
雪
ま
つ
り
の
会
場
を
埋
め
た
人
出

と
盛
況
は
大
変
な
も
の
で
し
た
。
皆
さ

ん
の
、
明
る
い
行
事
に
対
す
る
期
待
や

参
加
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
の
現
わ
れ

で
し
ょ
う
か
。
こ
の
気
持
ち
が
三
月
三

日
の
裸
押
合
大
祭
や
百
八
灯
な
ど
の
地

域
行
事
に
つ
な
が
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
連
帯
を
強
め
て
復
興
へ
の
活
力
を
生

む
こ
と
を
期
待
し
た
い
も
の
で
す
。 

◎診療時間 
　昼…土曜12：00～18：00/日曜・祝日9：00～16：00 
　夜…土曜・日曜・祝日18：00～翌朝6：00 
◎脳神経外科の休日救急医療は、土曜の正午～翌朝
　６時と日曜・祝日の午前６時～翌朝６時まで。 
　斉藤記念病院（℡773-5111）で診療しています。 
《休日救急診療所　所在地》 
　市役所本庁舎となり　南魚沼市保健センター内 
★お問い合わせは　日曜・祝日…休日救急診療所（℡773-6688） 
　　　　　　　　　その他…魚沼消防署（℡782-1991 ﾃﾚﾎﾝｶﾞｲﾄﾞ） 

中澤医院 

県立六日町病院 

県立六日町病院 

休日救急診療所 

ゆきぐに大和病院 

休日救急診療所 

ゆきぐに大和病院 

市立城内病院 

ゆきぐに大和病院 

ゆきぐに大和病院 

休日救急診療所 

県立六日町病院 

休日救急診療所 

県立六日町病院 

坂内医院 

県立六日町病院 

県立六日町病院 

休日救急診療所 

ゆきぐに大和病院 

休日救急診療所 

ゆきぐに大和病院 

休日救急診療所 

県立六日町病院 

休日救急診療所 

県立六日町病院 

米倉医院 

ゆきぐに大和病院 

ゆきぐに大和病院 

休日救急診療所 

県立六日町病院 

休日救急診療所 

県立六日町病院 

内科 

外科 

内科 

 

外科 

 

内科 

外科 

内科 

 

外科 

 

内科 

外科 

内科 

 

外科 

 

内科 

 

外科 

 

内科 

外科 

内科 

 

外科 

昼 

夜 

昼・夜 

昼 

夜 

昼 

夜 

昼 

夜 

昼・夜 

昼 

夜 

昼 

夜 

昼 

夜 

昼・夜 

昼 

夜 

昼 

夜 

昼 

夜 

昼 

夜 

昼 

夜 

昼・夜 

昼 

夜 

昼 

夜 

℡773-3211 

℡772-7111 

 

℡773-6688 

℡777-2111 

 

 

℡775-2009 

 

 

 

 

 

 

℡776-2015 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

℡778-1121

３月の救急医療当番 

総合市民課時間外窓口 
・毎週木曜　17：15～19：00　本庁舎 

・毎週日曜　 9：00～12：00　大和庁舎 

心配ごと相談 
・毎週月曜　13：00～16：00　大和庁舎 

・毎週水曜　14：00～16：30　本庁舎 

※日曜窓口以外、休日はお休みさせていただきます。 

３月のカレンダー ３月のカレンダー 

編
集
後
記 

こ
の
広
報
紙
は
資
源
保
護
の
た
め
、
再
生
紙
を
利
用
し
て
い
ま
す
。 


